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一般にわれわれがヨーロッパの中世文学を研究するにあたって，いくつかの困難な点が
挙げられよう。その一つは，精神史的に見た場合のキリスト教的伝統であり，他はラテン
的中世が培った修辞上の伝統である。紀元1200年を中心に花開いたドイツ中世文学も，そ
の芸術現象の背後に流れているこれらの伝統を遡ることなしには，真の理解を得られない
であろう。今,わたくしのテーマに関連して問題になるのは,後者の修辞的伝統である。ミ
ンネ・ザングという詩の形式は，言うまでもなく極めて様式的なものである。巧みを極め
た修辞の遊びに素朴な自然感情や意味を求めたりするようなあやまちは住々 にしておかし
易いものである。
〃ミンネ･ザングの自然形象〃と言えば〃あれはToposに過ぎない〃と簡単にかたづけ
てしまう人も多くあろう。それほどに，自然形象は，ミンネ・ザングの中でも特に修辞的
な部分である。例えば,WalthervonderVogelweideの有名な詩,"Underderlmden"
の第一節をとりあげてみても，ここに歌われている自然形象は，一般にNatureingangと
呼ばれる導入部である。E.R.CurtiusのいわゆるIdeallandschaftである。即ち，古
代ロー マの恋人たちが愛を語らったlocusamoens(愛の楽園）の伝統的風景である。
時は五月，花咲く野，涼しい緑の木陰，樹間に鴎る小鳥，恐らくかたえには泉が湧き或い
は小川が流れていることだろう。Theokr辻やVirgilの牧歌の添景が，ミンネの詩人た
ちの愛の背景になっているわけである。このlocusamoensで鳴いていた小夜啼烏(phi-
lomena)が，ラテン的中世を越え,Vagantの頭上を舞い，う°ロヴァンスの地を経て，
nahtegalとなってドイツのミンネの詩人たちの愛の伴奏をかなでているわけである。
しかし，このような見方で問題が片づいたわけではない。いや問題はここに端を発する
のである。
伝統と創造は本来切り離しがたく有機的な関係で結ばれているものである。一つの時代，
あるいは一人の人間の新しい精神の働きが既に〃在ったもの〃に作用するとき，在ったも
のが或る種の変質現象を起こして〃在る〃ものに変化する。伝統というもの自体，そのよ
うな〃過去的現在〃を生きているものであって，もし伝統が現在性を失ったら，最早その
意味を失うであろう。ミンネ・ザングの自然現象も，たしかに既に在ったものである。し
かしそれと同時に，彼らにとっては在るものであった。在るという時点に立って見た時，
レトリックとしてkonventionell(因襲的）にしか見えなかったものも，自ら別の相貌を
示すであろう。
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（1～4）は，一人の婦人が野に独り立ち，恋人を待っている時，一羽の膳を見たとい
う導入部である。（5～8）は，婦人の贋に対する呼びかけの言葉，（9～11）は,愛の告
白，（12～14）は，それに伴う嫉妬の情である。
〃膳よお前は好むところへ飛んでいった
お前は気のむくままに
森の一本の木をえらんだ
わたしもそのようにしたのだ
わたしは自分の眼にかなった
ひとりの男をえらんだのだ〃
ここに訳出した部分は，この詩の中で最も力強く昂揚した部分である。ここに女の愛の
告白を導いたのは，誇らかに舞う膳の形姿であり，何ものの束縛も受けないその自由な選
択の意志である。バラの花に愛を見たように，ここでは，薦の飛翔に誇り高い〃精神〃を
見たのである。ここでも，薦と一人の女性の誇り高い精神の間に象徴的関係が成り立って
いる。しかも,"du〃として呼びかけられた膳は，女の内部に強い象徴的リアリテをもっ
て生きている。この詩の中心的なモチーフは（12～14）の女の嫉妬の情というより，むし
ろ，誇り高い女の心を歌ったと見るべきである。この詩から，自由に飛翔する麿への憧撮
といった後代の感傷的モチーフを読みとることはできない。ここでは,,（13)において明ら
かのように，男もまた麿の誇りと自由を持っているのである。
同じFalkenliedとして有名なKiirenbergの詩の場合はどうであろうか。
1,<;Ichzochmireinenvalkenmeredanneeinjar.
2．doichingezamete,alsichinwoltehan,
3.undichixnsingevideremitgoldewolbewant,
4.erhuopsichufvilhoheundflouginanderiUlant."
1．C6Sitsachichdenvalkenschonefliegen:
2．erfuorteansinernfuozesidineriemen,
3．undwasirnsingeviderealrotguldin.
4.gotsendesizesamenediegeliepwellengernesin!"
(FalkenliedauSKtirenbergslieder)
わたしが一羽の膳を育てて一年以上になった
わたしが存分に飼い訓らした時
麿の翼を黄金で飾った時
麿は空高く舞い他国へ飛んでいった
それ以来わたしは鱈が美しく飛ぶのを見た
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畷の足には絹の帯がなびいていた
膳の翼は紅に黄金色に輝いていた
神よ愛し合う二人を一緒になし給え
この詩も，ともすれば，自分の許を去った男に対ずる婦人の嘆きの歌のように解され易
い。しかし，第一節の（3～4），第二節の（1～3）に見られる視覚的イメージには,
感傷の微塵も混ざらないさわやかな感性が働いている。その背後には，誇りと自由の象徴
である膳への讃仰の念が秘められている。それは，愛する男もともどもに購のように大空
を飛翔したいという強い願望でもある。それ故にこそ，一見唐突に思われる第二節(4)の詩
行が生まれるのである。siという三人称的な表現で願望が客観化されているように思える
が，愛する二人は，既に鱈のように大空を舞っているのである。この膳は愛する男のアレ
ゴリーではない。ニーベルンケンの作者が後に，この庵の持っている象徴的性格に，愛す
る男のアレゴリーという新しい解釈を与えたが，初期のミンネ・ザングにおいては,鱈と
いう自然形象の持っている強い象徴性が，詩全体を内的に統一しているのである。
このように,初期のミンネの詩人たちにとって,外なる〃自然〃は内なる心の〃しるし〃
として〃意味〃を持っていた。従って，自然それ自体は，彼らにとって何等の意味を持た
なかった。自然観察とか自然描写という意味での〃自然〃は初期ミンネ・ザングには全く
存在し得ない。〃du〃と呼びかけ得る〃自然〃のみが自然形象となって現われるのであ
る。まず，五月の自然が，愛の喜びの象徴として現われる。しかし，やがて夏が終り，冬
がやってくる。冬は愛の悲しみの象徴となる。（(注)この頃には未だ春と秋という表現は見られない）自
然は，夏と冬との対立において〃意味〃を持ってくるのである。
(I)
1．Ahi,nukumetunsdiuzit,derkleinenvogellinesanc・
2.ezgruonetwoldiulindebreit,zergangenistderwinterlanc.
3．nusihtmanbluomenwolgetan:anderheideiiebentsieir
sChin.
4.deswirtvilmanicherzefro;desselbentroestetsichdazmin.…
(DietmarvonEist)
（Ⅱ）
1．4$Sowoldir,sumerwunne!
2．dazvogelsancistgeswunden:
3．alsistderlindenirloup.
4．jarlanctruobentmirouch
5．Ininiuwolstendenougen…?｡.
(Namenlose)
(I)の詩は,夏の到来を告げる自然形象(1～3)によって導かれている。それに対して
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（Ⅱ）の詩は，夏の終り，冬の到来を告げる自然形象（2～3）によって導かれている。
しかし,両方の詩に共通なのは,外部から内部へと詩のモチーフが展開している点である。
(I)では夏の自然形象から喜び(4)/､,(H)では，冬の自然形象から悲しみ(4～)へと
動いていく。季節の推移とパラレルに魂も推移していく点,確かに両者は一致している｡し
かし（Ⅱ)の詩が過去性に力点が置かれているのに対し,(I)の詩は現在性に力点が置
かれている。即ち，（Ⅱ）の自然形象は，夏が去り,喜びの象徴である烏声や，菩提樹の葉
も消えてしまったというのであって,冬を象徴する何らの自然形象も未だ出てこない。これ
は，結局，夏の不在,愛の喜びの不在を言っているに過ぎない。冬の自然は夏の自然に対
立するものとしてしか〃意味〃を持っていないのである。初期ミンネ。ザングの夏への志
向は，古典期のミンネ・ザングに対して特徴的である。
その意味では，初期ミンネ・ザングの詩は，むしろVagantたちの歌に近い。例えば，
既に10世紀頃に，夏の訪れ即ち春を喜ぶラテン語の詩を，われわれは見出すのである。
Iamnixglaciesqueliquescit,
Foliurnetherbaviresc辻，
Phnomenaiamcantatinalto,
Ardetamorcordisinantro.
今や雪は消え
草々は萌え出ずる
今や烏は声高に歌う
愛は心に燃ゆ
(Iamdulcisamica)
CarminaBuranaの次のFrauenklageの導入部も,初期ミンネ･ザングのNatureingang
に似た類型を見出す。
1．Floretsilvanobilis#､
2．floribusetfoliis
3.ubiestantiquus
4．meusamicus？..……．
(CarminaBurana)
ただ，これらの詩と相違する点は，自然形象の詩句の構成に対する働きの点である。
CarminaBuranaの場合は，夏の訪れ（春）が,女の嘆きの背景となっているだけである。
（1～2）と（3～4）の間に象徴的関係はない。これは，いわゆる春と女の嘆きという
昔ながらのモチーフに過ぎない。初期ミンネ・ザングの場合は，このような悲歌的な
、
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Frauenklageは見当らない。それは，夏への志向の強さが,duとしての夏の象徴性を強
め自然導入部に出てくる夏の自然形象が詩全体の構成に働きかけているからである。
しかし，この夏への志向も，ミンネのイデエが騎士的理想主義からエロース的メタフィ
ズイクへと上昇していくにつれて変化を示してくる。
Sichhatverwandelotdiuz辻,desbinichwolwordeninnen:
geswigensintdienahtegal,sihantgelanirsiiezezsingen,
undvalwetobenanderwalt.
ienochstetdazherzernininirgewalt,
derichdensumergedienethan.
diuistminfr6ideundalminliep:ichwilirsniemerabegegan.
(DietmarvonEist)
????????????
これは，夏の終り，そして冬の到来の時点に立って発想された自然形象（1～3）と，
それに続く内面の動き（4～6)からなっている詩節である。(4)のienochによって(4～6)
は自然形象（1～3)に対立している。(1)のsichhatverwandelotdiuz辻という表現は，
季節の推移において発想されたもので，夏の自然の移るい易さを現わしている。喜びの時
も，時来れば，失われていく－．自然は夏から冬へ，再び冬から夏へと円環運動を描いて
いる。それと共に，花も,小鳥も菩提樹も森も野も喜びから悲しみへ,悲しみから喜びへと
移っていく。このような自然の描く円環運動に拮抗する意識が（4～6）の詩行に働いて
愛の恒常性(staete)が強く歌い上げられているのである。
Diunahtegalistgesweiget
undirhohersancgeneiget,
dieichwolhortesingen.
dochtuotrnirsanfteguotgedinge
denichvoneinerfrowenhan.
ichwilirniemerabegegan
undbiuteirstaetendienestmin.
alswnichiemermeresin.
(DerBurggrafvonRietenburg)
????????????????
前の詩と全く同じモチーフが，この詩においても見られる。前のienochと同じように
dochという接続詞によって,(4～8)は(1～3)の自然形象に対立している。ただ，
この詩は，詩の構成からいっても，前の詩より更に強く後半の内面の表白の部分に力点が
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そこには，烏声のない長い冬をduに対する果しない愛によって耐えるという自虐めいた
喜びがあった。いわば森のはずれの菩提樹に歌っていた夜啼烏が宮廷生活という狭い烏籠
に入れられ,美しい貴婦人のために愛の歌声を聞かせなければならなかったのである。
窓辺からは空だけが見えた。空は，あくまで青く透み渡っていた。屈は，太陽が輝き，夜
は月と星が輝いていた。その歌声には太陽や月への憧れの情がこめられていた。
alse"""@""evilverreiiberlant
liuhtetdesnahteswolliehtundebreit
sodazsinschinaldiewelturnbevet……
Irtugentreineistde"s"""egelich……
siliuhtetsaInd"s"""g"tuot
gegendemliehtenmorgen……
sogetsidortherzuoeinenlvensterline
undesihtmichanrehtals〃γs"""e〃Sc〃"g……
dievilliebens"""e",diusowunneclichentaget,
dazrninougeeintriiebezwolkenwolverklaget.
これらの詩句は，すでてMorungenの詩から引用したものである。ここにみられるよう
に，〃永遠に女性なるもの〃への讃歌に，月(mane)太陽(sunne)が比倫としてちり
ばめられている。季節の円環の中で想を起こしていた初期ミンネ・ゼンガァたちに対して
Morungenは，この円環の外に飛び出して空への限り無い志向を示している。彼は，実際
自らを小鳥にたとえている。
ichrnuozvorirstenundwartenderfrouwenmin
rehtealsodestagesd伽〃g伽g〃〃Oggﾉ〃〃：
@4gj"S"C"undei"S〃γanallesinne
wolgelerntendazsisprechen@minne'.''
そしてこの小鳥が喜びと共に大空に高く舞い上がるとぎ，遥か眼下に見える自然は傭臓
図を描くのである。
luftunderde,waltundouwe
sulndiezitderfr6ideminenpfan……
彼の自然形象は宇宙的空間へと拡がり，それ自体の具体性を失い，神秘的な光を帯びて
くる。〃自然〃は彼自身の魂の光を映して始めて〃意味〃を持ってくる。換言すれば，彼
の内部を映すSpiegelbildとして，自然形象が生まれてくるわけである。
Reinmarの場合は，彼の内部を映す外部は存在しなかった。極めて倫理的であった彼は
ミンネのイデェを形象的に展開することなく，内へ内へと沈潜していったのである。この
ような内部へ,新鮮な外気を送り込んだのは,WalthervonderVogelweideであった。
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ワルタァが再びとりあげた自然形象はどのような性格を持っていたのだろうか。以下テ
キストに当ってその性格を明らかにしていきたいと思う。
まず，彼は自然に対して豊かな人間感情を持って接している点に着目しなければならな
い。
1．Unshatderwintergeschatiiberal:
2.heideundewaltsintbeidenuval,
3.damanicstixnmevilsuozeinnehal.
4.saeheichdiexnegdeanderstrazedenbal
5．werfen!sokaemeunsdervogeleschal.
6．In6hteichverslafendeswintersz辻！
7．wacheichdiewile,sohanichsinnit,
8．dazsingewaltistsobreitundsowit.
9．weizgoterlatouchdexnmeiendenstrit:
10.soliseichbluomendarifenulit.
この詩では，冬が，悲しみの象徴としてではなく，現実にいたるところで猛威を振う力
として現われてくる{(1)(8)}。この冬に対する詩人の態度は，また実に人間的である{(4～
●●●●●●
5），（6～7），（9～10)}。ここには，冬と夏との間に，象徴的対立はない。ここには
力と力との対立がある。〃ほんとうださしもの冬奴も五月に敗けたら，霜がおりてるあの
場所で，花を摘んでやろうもの〃（9～10）と歌っている詩人は，堂々としかも幾分ユー
モラスな感情をまじえて冬の自然に対塒している。
1．Swerverholnesorgetrage,
2．gedenkeanguotiuwip:erwirterlost:
3．undgedenkeanlihtetage.
4．diegedankewarenierninbestertrost.
5．gegendenvinsterntagenhanichnot,
6．wandazichmichrihtenachderheide,
7．diusichschamtvorleide:
8．sosidenwaltsihtgruonen,sowirtsiemerrot.
暗い冬の日はほんとに苦手／見習うべきはあの荒野／あいつは〃苦〃の字を恥じている
／森が緑になりだすと／あいつはポーッと紅くなる〃（5－8）このように譜謹的な表現
は，ワルタア以前のミンネ・ゼンガァには見られなかった。自然に対する豊かな感情移入
がなければ，このようにユーモラスなheideの擬人化は成功しなかったであろう。(1～3)
のいささか筬言めいた表現において，（2の前半部）と(3)におけるguotiuwipとlihte
tageの対応に，初期のミンネ・ザングの象徴的構成が見られる。また明るい五月への志向
に,かっての〃夏への志向〃の復活を見ることが出来る。ただワルタアの場合,詩句を構成
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しているのが,自然形象の象徴的性格でなくて,生々とした人間感情である所に，初期ミン
ネ・ザングとは本質的に異なる点がある｡かって愛の語らいの場の象徴であった〃heide"
が，ここでは，極めて人間的な表情をもって登場している。いわば象徴の中に閉じ込めら
れてしまった自然の〃ものたち〃が，生気を取り戻し，その狭いわくから躍り出すのであ
る。五月の自然は，ワルタアの歌のリズムにのって，人間たちに歩みよってくる。
1．Sodiebluomenuzderngrazedrmgent,
2．samesilachengegenderspildensunnen,
3．inemernnleienandernmorgenfruo,
4．unddiukleinenvogellmwolsingent
5．mirbestenwisediesikunnen,
6．wazwiinnemacsichdagenozenzuoP
7.ezistwolhalbemhimelriche……
dringent,lachen,spnden,smgentといった動詞が，詩のリズムを活気づけている。
五月の自然は，内から外へ溢れ出ている。初期ミンネ・ザングが失った夏の〃現在性〃が
ここに，ふりそそぐ太陽の下に輝いている。この詩に溢れている生命的なリズムは，若い
ケーテが歌った五月の歌を想わせる。
Wieherrlichleuchtet
MirdieNaturl
●
WieglanztdieSonne!●
WielachtdieFlurl
●
EsdrmgenBliiten
AusiedemZweig
UndtausendStimmen
AusdemGestrauch.
UndFreud'undWonne
AusjederBrust.
OErd',OSorme!●
OGliick,oLuft!……●
(Mailied.）
ここで若いケーテが好んで用いたleuchten,glanzen,drmgen,lachenが既に中世の
詩人の語彙として実に生々 と使われていたことを見出すのは面白いことである。自然に対
する〃du〃の感情は，勿論ケー テの詩の方が直裁である。しかしワルタアの息の長いり
●●●②●●
ズムの方が,より優雅で,おおらかである。ワルタアの自然は,より人間的な表情を持ってい
る。このようなワルタアの自然に対する感情移入は，また多くの自然の擬人化に成功をも
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たらしている。
herMeie,irrniiessetmerzesm,
●
eichminfrowendaverliir.
Woldir,meie,wieduscheidest
allezanehazl
●
wieduwaltundouwekleidest,
unddieheidebazl
●
diuhatvarwerne.
'dubistkurzer,ichbinlanger',
alsostritentsufdernanger,
bluomenundekle.
〃五月の殿よ,わたしが彼女を失うくらいなら,／貴殿が四月に引き退がつたがまだまし
だ〃とか，草地で〃お前の方が小さいよ，僕の方が大きいよ〃と言い争っている花とクロ
ーバに，明るくのどかな〃自然〃の表情を読みとることができる。これは人間化された自
然であり，魂(anima)を与えられた自然である。この自然は,natUraの本来の意味の
〃生み出された〃(nasci)ものであると共に，〃生み出すもの〃としてとらえられてい
る。
更にワノレタアの自然形象の特色として挙げられるのは，その色彩性である。初期のミン
ネ・ザングが象徴的に描いた自然形象が素描とすればワルタアはそれに豊かな色彩を添え
たと言うべきであろう。
Diuweltwasgg",''orunde6",
gγ妬〃indemwaldeundandersWa;
kleinevogelesungenda.
nuschrietaberdiunebelkra.
pfligtsiihtandervarwe？』a：
sistwordenb"c"und6"gγα
desrimpfetsichvilrnanicbra.
夏の自然の色一黄，赤，青，緑一に対して，冬の自然の色一色組せて，どんよりとした
灰色一を対比させている。花も，赤い花ばかりでなく白い花が描かれる。
z()iZ"unde"""bluomenweizichvil:
diestentsoverreinjenerheide.
女性の頬の色も，次のようにニュアンスをもってくる。
so"e"e"",so"""ezoiz,hie"oes"”ｵ,dort〃"g"2ﾉ”
ここに今日の意味での視覚的感性を見ることは,勿論できないが,徐々に自然形象の象徴
的性格に視覚的感性が加わってくる萌しを見ることはできる｡その例を二三挙げてみると、
diebluomenvielenie
一
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vondembournebiunsniderandazgras.
初期のミンネ・ザングには，このように花びらが草の上にふりそそいでいるようなイメ
ージはなかった。
desrimpfetsichvilrnanicbra
〃多くの人の額にしわが寄った〃といった人間の顔の表情もこれまでの詩には見られな
かった。この表現は視覚的であると同時に冬を象徴する強いリアリテを持っている。
Ichsazufeimegriienenle:
daentsprungenbluoInenundekle
zwischenmirundeimese.
従来の詩であったら，花とクローバが咲いているのは，きまって愛の場所であるheide
anger,auweであったcそれが，ここでは海を臨む緑の丘であり，丘に坐っている〃私〃
の目の前に，海まで一面にクローバと花が咲いているのである。この自然形象は色彩的に
も鮮やかなイメージを描いている。
ワルタァの自然形象を通して，その性格を見て来たわけであるが，彼の〃自然〃と，本
来，自然を越えて上昇するエロース的なミンネのイデエとは，どのような関係を持ってい
たのであろうか。両者は，本来，矛盾するものである。Morungenのように，宇宙的にま
で上昇した〃自然〃が一方にあり,他方には〃意味〃を失ったReinmarの〃自然〃がある。
両者は徹底性という意味で，それぞれこの時代の自然観の典型を示している，と言うべき
である。
しかし，ワルタアの場合，エロース的に魂が上昇するには，余りにも〃自然〃の近くに
いた。また彼の豊かな人間感情はReinrnar流のleide(苦悩）に耐えられなかった。しか
も五月の自然の力を讃美する彼の明るい歌の調子は，次第に暗い冬の影を宿してくるので
ある。夏に対立する冬が，再び詩のモチーフとして現われる。初期ミンネ・ザングの場合
と同じく，冬は苦しみの象徴である。しかし苦しみは質的に変化している。初期ミンネ・
ザングの場合は苦しみというより愛の悲しみと言った方が適切であろう。これに対して，
ワルタアの苦しみは，より深い人間的な苦しみであった。真の喜びを得られない苦しみで
あった。次の詩に見られるように，彼は，自分を全き喜びに半日も過したことのない人間
と歌っている。
Ichbineinerderniehalbentac
Initganzenfr6idenhatvertriben.
swazichfr6ideniedadergepflac,
derbinicheinehiebeliben.
niemankanhiefrtjidevinden,sizerge
samderliehtenbluomenschin.、
彼の描く自然形象は，次第にTraumbildになっていく。その夢の中では，現在性を失
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った夏が生きている。彼はいつまでもこの夢の中に眠っていたいと思う。しかし不吉な鴉
が，彼の眠りを妨げる。彼は，石で一撃の下に鴉を打ち殺そうと思う。一体，この鴉は何
を意味しているのか。彼の晩年の詩の中には，この何ものかを象徴する鴉がしばしば出て
くる．．．．
Einrneisterlas,
trournundespiegelglas,
dazsizernwinde
biderstaetesingezalt.．．．
ある賢者が言った
夢と鏡のはかなさは
風の如しと
この後につづく彼の告白めいた詩行は，大体次のような意味を歌っている。かっては詩
人を喜ばした草も葉も，同じようにはかない。たとえ毎年新しく萌えでるとしても，数々
の花，赤く色どられた野，緑の丘も同じくはかない。烏の歌声も悲しげな最後を告げる…
…彼が自然形象の中で歌い上げたすべての〃ものたち〃が，たんなる〃仮象〃であって，
何ら恒常的〃意味〃を持っていないと，はっきり否定されている。晩年のワルタァにとっ
ても，自然は再び遠のいていったのである。
最後の大いなる嘆かいの歌声の中に聞かれる次の一句は，ワルタァ晩年の心境を痛々 し
いほどに表白している。
diuWeltistuzenschoene,wizgriienunderot,
undinnanswarzervarwe,vinstersarndertot.
外なる世界は白に緑に赤に美しい
内なる心は黒く死の如く暗い
(付記）紙数に制限があるため，次の機会にこの論文のテー マをまとめたいと思います。同じ理由で
引用した詩句の訳及び注など省いた点も併せて御諒承下さい。
